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いく。ここで、Ｎｋは「19 と 11。12 と 18。17







ここで、Ih が中央の数を 9 倍して求める方
法を提案する。次に Ih が中央の数を 20 と
指定する。その時 Nk は解答を聞き、板書












































と 意 図 的 に 発 話 し 、 4+5+6+7+8=30、































































く。」と発表する。教師は板書で 14 と 15、23
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